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～江戸前期の内藤丈草の作品から 

 血を分けしものと思はず蚊の憎さ 

 
蚊に刺された。 

刺した蚊と自分は同じ血を分けあったと詠んだところに俳諧がある。 

 
  

 春雨やぬけ出たまゝの夜着の穴 

 

この時病に伏していた丈草。 

夜着をぬけ出る丈草の姿が、病に伏している哀感を越えたものとしている。 

夜着の穴で読者はほっとする。 

 
 

 花散るや覗きあひたる岩の穴 

ごつごつした岩がふたつ。 

どちらの岩にも目のような黒い穴が。 

覗きあひたるで生命をもった岩。花散る背景がなんかかなしいですね。 

 
 


